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視覚障がい教育における「主体的・対話的で深い学び」の実際（ＩＣＴの活用） 

～Ｗｅｂ会議システムを活用した学校間の交流～ 

 

背
景 

◯ Ｗｅｂ会議システムを活用して、各盲学校を結び、教科の学習を行うことにより、

少人数でありながらも「主体的・対話的で深い学び」を実現することができるよう

になる。 

◯ 新学習指導要領改訂のポイントを踏まえた授業を行うことができるようになる。 

障がいの状態等に留意して、「主体的・

対話的で深い学び」の実現を目指し、これ

らの困難さに対応しながら、学びの過程の

質的改善を行うことが求められている。 

◯ 視覚に障がいのある幼児児童生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指

した授業を実践する上での配慮事項などを明らかにできる。→指導資料の作成 

◯ 少人数の学級において、集団の中で対話を取り入れた授業を行う上での留意点を

明らかにできる。 

在籍する幼児児童生徒数の減少 

→１人の学級編制が増加 

→教師と１対１の授業が 

増加 

主体的・対話的で 

深い学び 

 

  

①寄宿舎での余暇の時間の交流 

②札幌視覚支援学校と１校を結んで授業 

③道内４盲学校を結んだ双方向的な授業 

まずは、学校間の交流の実現から 

 

各教科の授業で実現 

新学習指導要領の実施へ向けて 道内盲学校（４校）の現状 

Ｗｅｂ会議システムの活用 
スクールネット 

Skype 等 

 

①幼児児童生徒間の対話 

②教師との対話 

③地域の人との対話 

④本の作者との対話 
 

 

 
２年間で 

段階的に実施 

課
題 

解
決
策 

意
義 

展
望 
平成 29 年度の取組 

◯ 道立特別支援学校（視覚障がい）４校共通の課題で

ある「在籍する幼児児童生徒の減少」による「主体的・

対話的で深み学び」を実施する際の改善策について、

４校と特センで協議し、研究の流れについて確認。 

◯ 「Ｗｅｂ会議準備マニュアル」（特セン作成）の手順

に沿って、各学校におけるＷｅｂ会議システム接続の

ための環境整備の推進。 

◯ 札幌視覚支援学校、函館盲学校と特センをＷｅｂ会

議システムで結び、各学校の幼児児童生徒が、寄宿舎

での余暇活動や、授業で対話による学習を行うための

環境の設定。 

◯ Ｗｅｂ会議システムを活用した札幌視覚支援学校と

函館盲学校の幼児児童生徒の交流（予定）。 

旭川盲学校 

帯広盲学校 
函館盲学校 

札幌視覚支援学校 

Ｗｅｂ会議準備マニュアル 

 


